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今までの教育
•救急教養 ３時間
•学術研究発表会 ３時間
•総合シミュレーション訓練 ４時間
•招集訓練 ２時間
•同乗指導 ８時間
•ワークステーション研修 ４０時間
• e-Learningによる研修 ８時間

• 福岡県救急業務MC協議会
気管挿管認定救急救命士 再教育 ３時間



福岡市における福岡１００プロジェクト
そのひとらしく生きることができるケアはみんなを幸せにする

ユマニチュード®との出会い

認知症の方々に接するときのポイント目線を合わせる
それを記録すために複数のカメラを統合し
技術遠隔指導アプリに記録する
アプリをとおして指導者のフィードバックを得られる

三方向からビデオカメラ
で撮影記録
傷病者の視線を記録
観察者の視線を記録
解析し比較検証



技術遠隔指導アプリをどのように活用するか

「気管挿管認定救命士再教育に関する要項」
福岡地域救急業務MCで要項を作成

実施については各消防本部

平成29年福岡県救急業務MC協議会
気管挿管認定救急救命士の再教育
に係る今後の方針と「気管挿管の
実施に係る再教育実施要領」

令和2年福岡地域救急業務MC協議会
「気管挿管の実施に係る再教育実施

要領について」

カリキュラムの作成
気管挿管認定救急救命士再

教育実施要領
人選・資器材・

資器材の調達
喉頭鏡の改造
システムの借用

ビデオカメラの調達

麻酔指導医による
システムの検証



気管挿管再教育の実施方法
• 福岡地域救急業務MC協議会 医師の監修
• 資器材の選定（気管挿管教育に適した人形）
• カメラの設定
• 技術遠隔指導アプリの導入



フィードバック



検証
• 今回気管挿管認定救急救命士の20名に再教育を行った
• 結果は好評

1 2 3 4 良

教育全体について 3 10 5

気管挿管以外の手技確認について 1 2 6 8 1

気管挿管リモートでの評価システムについ
て 1 4 13

気管挿管のフィードバック方法について 5 13

• 術者の姿勢や視線を客観的に評価できる
• 改善点・注意点を改善できる
• 多角的に視認できる
• フィードバック後にもう一度実施したい
• 映像を見てのフィードバックは分かりやすかった
• 医師から一人一人に手技のフィードバックがあった
のは良かった

• タブレット上で色々な角度から自分を見ることがで
きた。変な癖や腰の位置を直したい。

• 今回，初めてリモート（カメラ等）の使用もあり大
変画期的な訓練であった。

• 是非，挿管実習に参加する前に必要な教育だと思っ
た。認定者は全員実施すべきだと思う。



まとめ
•技術遠隔指導アプリを用いることにより気管挿
管の再教育は効果的かつ効率的に進めることが
出来た。

•気管挿管の再教育のみならず、他の技術的な指
導においても有効であると思われる。

•医師が立ち会わなくとも、事後において多角的
な映像で確認することができるので的確な
フィードバックが得られる。
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